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本
年
度
の
地
域
版
未
来
会
議
は
、

　

本
年
度
の
地
域
版
未
来
会
議
は
、
66
月月
2828
日
の
鷹
島
地
域
を
皮
切
り
に

日
の
鷹
島
地
域
を
皮
切
り
に
77
月月
1414
日
ま
で

日
ま
で

に
市
内

に
市
内
88
地
域
に
お
い
て
開
催
し
ま
し
た
。

地
域
に
お
い
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

昨
年
度
の
地
域
版
未
来
会
議
で
出
さ
れ
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
が
抱
え
る
問
題
や
解
決

　

昨
年
度
の
地
域
版
未
来
会
議
で
出
さ
れ
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
が
抱
え
る
問
題
や
解
決

す
べ
き
課
題
の
中
か
ら
テ
ー
マ
を
選
定
し
、
各
地
域
の
住
民
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
、
高
校

す
べ
き
課
題
の
中
か
ら
テ
ー
マ
を
選
定
し
、
各
地
域
の
住
民
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
、
高
校

生
や
大
学
生
な
ど
も
参
加
し
、
話
し
合
い
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

生
や
大
学
生
な
ど
も
参
加
し
、
話
し
合
い
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

特
集
で
は
、
今
回
の
地
域
版
未
来
会
議
で
出
た
意
見
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。
す
べ
て

　

特
集
で
は
、
今
回
の
地
域
版
未
来
会
議
で
出
た
意
見
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。
す
べ
て

を
紹
介
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
ど
う
い
っ
た
意
見
が
出
た
の

を
紹
介
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
ど
う
い
っ
た
意
見
が
出
た
の

か
市
民
の
皆
さ
ん
と
共
有
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

か
市
民
の
皆
さ
ん
と
共
有
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

特集特集
「まちの未来をつくる」「まちの未来をつくる」地域版未来会議を開催地域版未来会議を開催

な
ぜ
未
来
会
議
を
開
催
す
る
の
？

　

市
は
、
令
和
２
年
３
月
に
、
10
年
後

の
松
浦
市
の
あ
る
べ
き
姿
と
進
む
べ
き

方
向
に
つ
い
て
の
基
本
的
な
指
針
と
な

る
松
浦
市
総
合
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

計
画
で
は
、
ま
ち
の
将
来
像
の
１
つ

に
「
皆
が
つ
な
が
り
チ
ャ
レ
ン
ジ
す

る
ま
ち
」
を
掲
げ
て
お
り
、「
小
学
校

区
を
対
象
と
し
た
協
働
に
よ
る
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
す
」
と
し
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
対
話
に
よ
る
ま
ち

づ
く
り
が
進
む
た
め
の
、
人
づ
く
り
、

環
境
づ
く
り
を
行
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

そ
の
具
現
化
に
向
け
て
地
域
ご
と
に
異

な
る
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
市
民
の
自
由

な
発
想
と
企
画
立
案
に
よ
り
解
決
で
き

る
仕
組
み
づ
く
り
を
目
指
す
と
と
も
に
、

幅
広
い
市
民
の
声
を
市
政
に
反
映
さ
せ

る
た
め
に
、
地
域
版
未
来
会
議
を
開
催

し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
私
た
ち
が
経
験
し
た
こ
と

の
な
い
人
口
減
少
社
会
を
迎
え
よ
う
と

す
る
中
で
、
地
域
の
皆
さ
ん
が
豊
か
で
、

安
全
・
安
心
に
暮
ら
し
て
い
け
る
、
住

み
た
い
・
住
み
続
け
た
い
ま
ち
と
し
て

い
く
た
め
に
、
行
政
と
地
域
の
皆
さ
ん

が
役
割
を
分
担
し
て
行
っ
て
い
く
こ
と

が
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

地
域
版
未
来
会
議
で
は
、
地
域
の
魅

力
や
課
題
を
皆
さ
ん
で
共
有
し
て
い
た

だ
き
、
自
分
た
ち
に
何
が
で
き
る
か
な

ど
を
話
し
合
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
自
分
た

ち
の
地
域
の
こ
と
を
お
互
い
に
話
し

合
っ
て
い
く
こ
と
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
立

場
や
年
代
の
人
た
ち
が
主
体
と
な
っ
て

動
く
「
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
」
に

つ
な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
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特集　「まちの未来をつくる」地域版未来会議を開催特集　「まちの未来をつくる」地域版未来会議を開催
【
鷹
島
地
域
】
6
月
28
日

〇
テ
ー
マ
「
鷹
島
の
資
源
を
活
か
し
て
、

若
い
人
が
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
す
る
た
め
に
は
？
」

〇
何
が
問
題
な
の
か
？

・
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
す
る
に
は
住
む
場
所
や

   

働
く
場
所
が
必
要
。

・
空
家
が
あ
る
が
貸
し
た
が
ら
な
い
。

・
鷹
島
の
資
源
で
あ
る
元
寇
や
モ
ン
ゴ

   

ル
村
を
活
用
す
る
。

〇
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
？
何
が
で
き
る
か
？

・
鷹
島
小
学
校
跡
地
を
子
育
て
世
帯
向

  

け
の
宅
地
に
す
る
。
第
１
次
産
業
の

  

多
角
経
営
や
Ｉ
Ｔ
企
業
を
誘
致
し
て

   

働
く
場
所
を
確
保
す
る
。

・
有
期
契
約
で
賃
貸
し
、
そ
の
お
金
を

  

リ
フ
ォ
ー
ム
代
に
充
て
る
な
ど
、
空

   

家
を
利
用
し
て
定
住
に
つ
な
げ
る
。

・
週
末
に
は
道
の
駅
に
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ

  

カ
ー
が
来
て
い
る
。
キ
ャ
ン
プ
ブ
ー
ム 

   

な
の
で
、
モ
ン
ゴ
ル
村
を
活
用
し
、  

車

  

で
ソ
ロ
キ
ャ
ン
プ
に
来
て
も
ら
い
、  

星　

   

空
な
ど
を
堪
能
し
て
も
ら
う
。

・
モ
ン
ゴ
ル
村
の
建
物
の
利
用
（
Ｉ
Ｔ

   

企
業
の
誘
致
な
ど
）
や
道
の
駅
モ
ン

   

ゴ
ル
村
と
し
て
利
用
す
る
。

・
元
寇
を
活
か
し
た
研
究
所
（
大
学
の

   

考
古
学
の
サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス

   

な
ど
）
の
誘
致
や
博
物
館
の
建
設
。

【
福
島
地
域
】
6
月
29
日

〇
テ
ー
マ
「
地
域
の
足
を
自
分
事
と
し

て
考
え
て
み
よ
う
！
」

〇
何
が
問
題
な
の
か
？

・
高
齢
者
は
、
病
院
の
送
迎
、
介
護
サ
ー

 

ビ
ス
の
送
迎
、
移
動
販
売
が
利
用
で　

  

き
る
の
で
定
期
バ
ス
に
乗
ら
な
い
。

・
子
ど
も
の
通
学
以
外
は
バ
ス
利
用
者

  

が
少
な
い
。

・
Ａ
コ
ー
プ
が
な
く
な
り
買
い
物
は
市
外 

  

が
多
い
。
ま
た
、
高
校
生
の
通
学
で

  

島
外
へ
の
バ
ス
の
便
数
が
少
な
い
な

   

ど
、
福
島
に
住
む
に
は
車
が
必
須
。

・
車
を
持
っ
て
い
な
い
人
、
免
許
が
な

  

い
人
（
免
許
返
納
者
も
含
む
）
の
買

   

い
物
や
通
院
に
は
バ
ス
が
必
要
。

〇
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
？
何
が
で
き
る
か
？

・
日
頃
の
お
付
き
合
い
の
延
長
で
、
自 

   

家
用
車
で
乗
り
合
わ
せ
や
助
け
合
う
。

・
企
業
（
ス
ト
ア
ー
、
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
）

   

と
協
議
し
、
移
動
販
売
を
行
う
。

・
乗
り
合
い
バ
ス
が
走
ら
な
い
昼
間
に

  
助
け
合
い
バ
ス
を
運
行
す
る
。
有
志

  
に
よ
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
立
上
げ
や
タ
ク

   
シ
ー
会
社
で
運
営
す
る
。

・
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
を
検
討
す
る
。

   

福
島
の
商
工
会
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、
町
内

   

の
タ
ク
シ
ー
、
西
肥
バ
ス
な
ど
に
相
談 

   

で
き
な
い
か
。

▶
鷹
島
地
域
で
の
発
表
の
様
子

▶
福
島
地
域
で
の
発
表
の
様
子
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参加者にインタビュー
長崎県立大学 2年　田中　美江さん（今福町出身）
　大学の先生から誘われ、地元の取り組みに興味を持ち、今福と志佐の地域版未来
会議に出席しました。参加してみると、まちを良くしたいという気持ちが皆一緒で、
「楽しかった」という感想が真っ先に思い浮かびます。
　生活の中で、自分のまちについてじっくり考える機会はありません。しかし、未
来会議に参加し、多くの人と対話することで、自分の意見や考えがまとまりました。
未来会議のような場がもっと増えて若い世代が参加することでより多様な意見を出
し合うことができます。今後も若者の意見に耳を傾けてほしいです。

【
今
福
地
域
】
7
月
6
日

〇
テ
ー
マ
「
①
世
代
を
超
え
て
繋
が
り
、

支
え
合
う
た
め
に
は
？
」「
②
地
域
の
足

を
自
分
事
と
し
て
考
え
て
み
よ
う
！
」

〇
何
が
問
題
な
の
か
？

①
・
地
域
に
自
由
に
集
え
る
場
所
が
な
い
。

・
若
者
と
高
齢
者
、
高
齢
者
同
士
の
交
流

   

す
る
場
所
が
な
い
。
全
世
代
の
交
流

   

が
希
薄
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

・
孤
立
し
て
い
る
。
鬱
々
し
て
い
る
人

   

が
増
え
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

・
子
ど
も
た
ち
の
放
課
後
の
受
け
皿
。

②
・
バ
ス
の
便
数
が
少
な
い
。
バ
リ
ア

   

フ
リ
ー
に
な
っ
て
い
な
い
。
乗
り
場

    

ま
で
遠
い
。

・
自
家
用
車
中
心
の
移
動
と
な
る
た
め
、

   

免
許
返
納
で
き
な
い
。

〇
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
？
何
が
で
き
る
か
？

①
・
い
ず
れ
は
子
ど
も
も
来
れ
る
よ
う

  

な
高
齢
者
の
集
い
の
場
を
作
る
。

・「
気
持
ち
を
楽
に
」「
気
軽
に
集
え
る
」

  

チ
ー
ム
『
喜き
ら
く楽

』
を
結
成
す
る
。
お
い

  
し
い
コ
ー
ヒ
ー
な
ど
が
飲
め
て
、
小
中

  
学
生
と
交
流
が
で
き
、
互
い
に
特
技
を

   
教
え
合
え
る
場
、体
操
器
具
が
使
え
る
場
。

②
・
移
動
の
協
力
を
し
て
く
れ
る
家
族

   

な
ど
を
呼
び
戻
す
。

・
利
用
者
を
増
や
す
策
を
練
る
。

・
通
院
、
通
学
の
移
動
の
補
助
や
対
象
者

   

を
絞
っ
て
新
し
い
交
通
手
段
を
作
る
。

【
調
川
地
域
】
7
月
5
日

〇
テ
ー
マ
「
①
世
代
を
超
え
て
繋
が
り
、

支
え
合
う
た
め
に
は
？
」「
②
地
域
の
足

を
自
分
事
と
し
て
考
え
て
み
よ
う
！
」

〇
何
が
問
題
な
の
か
？

①
・
世
代
を
超
え
て
集
ま
る
機
会
、
人
と

   

の
交
流
が
減
っ
た
。
移
住
者
や
外
国
人

   

技
能
実
習
生
と
知
り
合
う
機
会
が
な
い
。

・
年
を
取
っ
て
動
く
の
が
つ
ら
く
な
り
、

   

意
欲
が
減
退
し
て
い
る
。

②
・
町
内
に
買
い
物
を
す
る
所
が
少
な
い
。　

   

買
い
物
に
行
け
な
い
人
が
い
る
。

・
西
肥
バ
ス
、
乗
り
合
い
バ
ス
が
便
数

   

が
少
な
い
な
ど
不
便
。

・
高
齢
者
の
免
許
返
納
の
タ
イ
ミ
ン
グ
。

〇
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
？
何
が
で
き
る
か
？

①
・
身
近
な
事
の
助
け
合
い
（
ご
み
出

    

し
や
食
事
を
運
ぶ
よ
う
な
仕
組
み
）。

・
色
ん
な
世
代
が
交
流
す
る
イ
ベ
ン
ト
、

  

町
民
運
動
会
な
ど
を
す
る
。
小
中
学
校 

   

の
運
動
会
と
一
緒
に
や
っ
て
も
良
い
。

②
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
地
域
で
お
金
を

    

出
し
合
っ
て
買
い
物
、
通
院
限
定
の 

    

乗
り
合
い
バ
ス
を
運
行
す
る
。

・
移
動
販
売
車
の
活
用
。

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
便
数
を
増
や
す
。

・
ふ
る
さ
と
納
税
や
住
民
の
出
資
で
会
社

  

を
作
る
な
ど
、
ロ
ー
カ
ル
コ
ミ
ュ
ニ

   

テ
ィ
（
地
域
内
）
の
乗
り
合
い
制
度

   

を
作
る
。

▶
調
川
地
域
（
右
）、
今
福
地
域
（
左
）

　

で
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
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【
星
鹿
地
域
】
7
月
8
日

〇
テ
ー
マ「
①
世
代
を
超
え
て
繋
が
り
、

支
え
合
い
、
地
域
を
盛
り
上
げ
る
た
め

に
は
？
」「
②
地
域
の
足
を
自
分
事
と

し
て
考
え
て
み
よ
う
！
」

〇
何
が
問
題
な
の
か
？

①
・
イ
ベ
ン
ト
が
減
っ
て
き
た
た
め
、

   

顔
を
合
わ
せ
た
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

   

シ
ョ
ン
を
と
っ
た
り
す
る
事
が
無
く

   

な
っ
て
き
た
。

②
・
バ
ス
の
便
数
が
少
な
い
な
ど
で
利
用

   

が
少
な
い
。
バ
ス
停
が
遠
い
。

・
車
が
無
い
と
生
活
で
き
な
い
の
で
免
許

   

返
納
で
き
な
い
。

〇
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
？
何
が
で
き
る
か
？

①
・
地
区
内
の
田
ん
ぼ
で
星
鹿
小
学
校

  

の
児
童
が
田
植
え
や
稲
刈
り
を
や
っ
て

  

い
る
。
同
じ
田
ん
ぼ
を
借
り
て
、
春

  

に
保
育
園
で
泥
ん
こ
遊
び
、
星
鹿
小

  

学
校
の
児
童
が
田
植
え
、
秋
に
は
収
穫

  

を
し
、
町
民
も
一
緒
に
餅
つ
き
大
会

  

を
し
て
、
婦
人
会
で
作
っ
た
ぜ
ん
ざ
い

   

に
入
れ
る
な
ど
、
皆
で
食
べ
る
。

・
イ
ベ
ン
ト
に
合
わ
せ
て
地
区
対
抗
の

  

仮
装
大
会
、ビ
ー
チ
フ
ラ
ッ
グ
を
や
る
。

②
・
地
域
で
の
乗
り
合
わ
せ
や
予
約
制

   

の
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
な
ど
の
導
入
。

・
乗
り
捨
て
シ
ニ
ア
カ
ー
、
少
人
数
用

   

の
地
域
内
循
環
バ
ス
の
導
入
。

【
上
志
佐
地
域
】
7
月
9
日

〇
テ
ー
マ
「
①
上
志
佐
小
学
校
を
地
域

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場
と
し
て
地
域
を

活
性
化
す
る
」「
②
地
域
の
足
を
自
分

事
と
し
て
考
え
て
み
よ
う
！
」

〇
何
が
問
題
な
の
か
？

①
・
人
口
減
少
の
中
で
核
と
な
る
上
志
佐

  

小
学
校
の
存
続
。
学
校
と
地
域
と
の

   

交
流
が
少
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
。

②
・
通
学
、
通
院
、
買
い
物
な
ど
、
必
要

   

な
時
間
に
合
っ
た
交
通
手
段
が
な
い
。

・
車
を
利
用
す
る
生
活
習
慣
か
ら
抜
け

   

ら
れ
な
い
。

〇
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
？
何
が
で
き
る
か
？

①
・
全
国
か
ら
子
ど
も
が
集
ま
る
よ
う
な

   

日
本
一
温
か
い
学
校
、
英
語
教
育
の
充　

　

実
な
ど
の
魅
力
あ
る
学
校
づ
く
り
。

・
登
下
校
時
の
見
守
り
だ
け
で
な
く
、

  

家
庭
科
な
ど
の
手
伝
い
や
地
域
の
方

  

と
一
緒
に
給
食
を
食
べ
る
な
ど
学
校

  

を
地
域
の
憩
い
の
場
に
す
る
『
そ
う

  

だ
！
学
校
へ
い
こ
う
「
こ
の
指
と
ま

   
れ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」（
仮
称
）』
を
や
る
。

・
農
協
を
お
借
り
し
て
、
地
元
の
食
材

   
で
子
ど
も
食
堂
的
な
も
の
を
す
る
。

②
・
地
域
で
予
約
制
な
ど
の
コ
ミ
ュ
ニ

   

テ
ィ
バ
ス
を
走
ら
せ
る
。

・
ち
ょ
っ
と
し
た
お
手
伝
い
な
ど
を
す
る

   

地
域
の
お
助
け
隊
を
育
成
す
る
。

▶
星
鹿
地
域
の
様
子（
右
）と
市
民
フ
ァ

シ
リ
テ
ー
タ
ー
が
描
い
た
進
行
用
ホ
ワ

イ
ト
ボ
ー
ド
（
左
）

▶
上
志
佐
地
域
の
様
子
（
右
）
と
テ
ー

　

ブ
ル
で
ま
と
め
ら
れ
た
意
見
の
一
つ

　
（
左
）

特集　「まちの未来をつくる」地域版未来会議を開催特集　「まちの未来をつくる」地域版未来会議を開催
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参加者にインタビュー
松浦高校普通科 2年　渡邊　璃乃さん（志佐・馬場）
　学校に掲示してあったポスターを見て、志佐の地域版未来会議に参加しました。
年上の人たちが多い中、不安でしたが温かく受け入れてもらいました。
　対話の中では、議題に対する意見が大人の人たちと異なり、物事を考える難し
さや着眼点の違いに気付くことができました。また、私たち高校生でも 1つテー
マを決めて話し合うことで、自分なりの意見、結論を出すことができます。　
　自分たちのまちに目を向けて興味を持ち、未来会議のような場に参加する同世
代の高校生が増えてくれると嬉しいです。

【
志
佐
地
域
】
7
月
13
日

〇
テ
ー
マ
「
①
災
害
時
に
自
分
の
身
を

ど
う
や
っ
て
守
る
か
？
」「
②
地
域
の
足

を
自
分
事
と
し
て
考
え
て
み
よ
う
！
」

〇
何
が
問
題
な
の
か
？

①
・
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
が
一
般
的
に
知

   

ら
れ
て
い
な
い
。

・
災
害
に
対
す
る
意
識
が
低
い
。
具
体
的

   

な
イ
メ
ー
ジ
が
出
来
て
い
な
い
。

・
自
力
で
避
難
で
き
な
い
人
が
増
え
て
い
く
。

②
・
公
共
交
通
機
関
の
利
用
者
の
減
少
。

・
全
員
が
満
足
す
る
交
通
手
段
の
確
保
は

   

難
し
い
。ま
ず
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
。

・
免
許
返
納
者
が
少
な
い
。

〇
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
？
何
が
で
き
る
か
？

①
・
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
日
を
作
り
、
そ

  

の
日
に
各
家
庭
で
確
認
し
た
り
、
学
校

  

の
防
災
学
習
や
防
災
訓
練
の
時
に
勉
強

   

す
る
。

・
災
害
時
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
映
像 

   

を
作
っ
て
、自
分
た
ち
で
可
視
化
す
る
。

・
ス
ー
パ
ー
に
防
災
コ
ー
ナ
ー
を
作
っ
て
、 

   

買
い
物
を
す
る
こ
と
で
特
典
が
も
ら

   

え
た
り
す
る
。

・
住
民
参
加
型
の
防
災
訓
練
を
す
る
。

②
・
移
動
ス
ー
パ
ー
や
通
院
・
買
い
物
時

  

の
乗
り
合
わ
せ
な
ど
、
免
許
返
納
し

   

や
す
い
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
。

・
地
域
通
貨
を
作
り
、
乗
り
合
い
タ
ク

   

シ
ー
で
利
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

【
御
厨
地
域
】
7
月
14
日

〇
テ
ー
マ
「
①
松
浦
港
（
御
厨
地
区
）

埋
立
地
の
活
用
に
つ
い
て
」「
②
地
域
の

足
を
自
分
事
と
し
て
考
え
て
み
よ
う
！
」

〇
何
が
問
題
な
の
か
？

①
・
子
ど
も
た
ち
の
遊
ぶ
場
が
少
な
い
。

・
利
用
制
限
が
多
い
。ト
イ
レ
が
少
な
い
。

・
活
用
ス
ペ
ー
ス
が
限
ら
れ
て
い
る
。

②
・
免
許
返
納
後
の
足
の
確
保
。

・
他
人
を
乗
せ
る
と
事
故
な
ど
が
心
配
。

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
は
限
界
が
あ
る
。

〇
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
？
何
が
で
き
る
か
？

①
・
芝
生
広
場
に
お
け
る
テ
ン
ト
の
使
用

  

や
車
の
出
入
り
な
ど
、
利
用
制
限
の

  

一
覧
表
を
作
る
。

・
散
歩
や
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ー
ス
（
距
離

   

の
表
示
な
ど
）
の
設
置
。

・
夏
祭
り
、
花
火
、
蛇
踊
り
、
朝
市
、

  

カ
ラ
オ
ケ
大
会
、
野
外
シ
ネ
マ
、
ダ

   

ン
ス
大
会
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
行
う
。

②
・
ご
近
所
同
士
の
助
け
合
い
・
相
乗
り

   

の
マ
ッ
チ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
の
構
築
。

・
シ
ニ
ア
カ
ー
で
動
け
る
範
囲
で
、
買
い

   
物
、
医
療
な
ど
、
必
要
な
人
や
物
を
集

   
め「
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
ー
」を
作
る
。

・
電
子
マ
ネ
ー
を
使
え
る
よ
う
に
し
、
必

   

要
な
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
を
雇
用
す
る
。

・
小
学
校
区
ご
と
に
集
え
る
拠
点
を
作
る
。

  

顔
見
知
り
と
の
交
流
で
認
知
症
防
止
。

・
自
動
運
転
シ
ス
テ
ム
の
導
入
。

▶
志
佐
地
域
で
発
表
す
る
松
高
生
の
様

　

子
（
右
）
と
御
厨
地
域
の
様
子
（
左
）
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市民ファシリテーターにインタビュー
青の未来をかたるカフェ代表 　 　髙田　さおりさん（志佐・向町上）
　今回は市民 *ファシリテーターとして、各地域の未来会議で話の促進役を務め
ました。会議を進める中で、参加者の皆さんのまちに対する愛情を感じ取ること
ができました。また、今回は大学生や高校生の参加者が多く、学生本人が地域の
課題について考えるきっかけとなり、大人の皆さんにも刺激を与えてくれました。
　未来会議のように住民同士が対話する機会があることで、新たなアイデアや人
の繋がりが増えていきます。このような機会を増やし、継続して行うことが大切
であり、結果的によりよいまちづくりに繋がると感じています。

地
域
版
未
来
会
議
後
の
動
き

○
今
福
地
域

　

今
福
地
域
に
お
い
て
は
、
未
来
会
議

で
提
案
さ
れ
た
取
り
組
み
を
実
現
す
る

た
め
に
、
未
来
会
議
に
参
加
し
た
人
た

ち
の
中
か
ら
有
志
を
中
心
と
し
て
、
こ

れ
か
ら
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
話
し
合

い
を
進
め
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

参
加
さ
れ
た
人
た
ち
に
は
、
地
域
で

自
由
に
、
誰
も
が
集
え
る
場
が
あ
っ
た

ら
い
い
な
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
し
た

が
、
今
回
の
地
域
版
未
来
会
議
で
参
加

者
の
意
見
を
聞
い
た
こ
と
で
、
よ
り
具

体
的
な
話
し
合
い
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　

今
福
地
域
で
世
代
を
超
え
た
交
流
の

場
を
作
っ
て
い
く
た
め
に
、
園
児
や
小

中
学
生
も
含
め
た
三
世
代
交
流
や
、
独

り
住
ま
い
の
人
、
外
出
の
機
会
が
少
な

い
人
な
ど
も
お
誘
い
し
、
気
軽
に
楽
し

く
集
ま
れ
る
場
所
を
作
っ
て
い
こ
う
と

い
う
話
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
が
落
ち
着
い
た
ら
、
他
地
域
の
集
い

の
場
を
見
学
す
る
こ
と
や
実
現
に
向
け

た
具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
話
し
合
い

を
行
う
こ
と
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

○
上
志
佐
地
域

　

上
志
佐
地
域
に
お
い
て
は
、
上
志
佐

小
学
校
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
や

学
校
支
援
会
議
で
の
意
見
を
も
と
に
、

地
域
版
未
来
会
議
の
中
で
、
8
月
下
旬

に
地
域
住
民
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
学
校
な
ど
が

協
働
し
て
、
学
校
周
辺
の
草
刈
り
作
業

を
行
う
こ
と
と
な
り
、
学
校
な
ど
を
通

じ
て
呼
び
か
け
ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し

今
回
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
拡
大
に
よ
り
、
実
施
に
は
至
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

　

こ
の
取
り
組
み
を
は
じ
め
、
上
志
佐

小
学
校
で
は
、
す
で
に
地
域
の
人
た
ち

が
学
校
に
出
向
い
て
、
昔
遊
び
や
田
ノ

平
浮
立
の
踊
り
を
教
え
る
な
ど
、
小
学

校
の
地
域
学
習
だ
け
で
な
く
、
小
学
校

存
続
の
た
め
の
魅
力
向
上
や
、
学
校
の

活
動
に
関
わ
る
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、

地
域
が
一
体
と
な
る
取
り
組
み
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り

　

今
回
の
未
来
会
議
で
は
、
市
民
フ
ァ
シ

リ
テ
ー
タ
ー
の
「
青
の
未
来
を
か
た
る
カ

フ
ェ
」
の
皆
さ
ん
に
会
議
の
進
行
を
務
め

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

メ
ン
バ
ー
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
、
初
め

て
の
実
践
だ
っ
た
た
め
、
最
初
は
緊
張
さ

れ
る
一
面
も
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
が
、
回

を
重
ね
る
に
つ
れ
て
堂
々
た
る
話
し
ぶ
り

で
、
会
議
を
運
営
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ど
の
地
域
で
も
「
対
話
」
が
促
進
さ
れ
、

班
に
よ
っ
て
は
、
今
す
ぐ
に
で
も
実
行
で

き
る
よ
う
な
具
体
的
な
提
案
が
出
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

　

今
回
の
特
集
で
は
、
各
地
域
で
出
さ
れ

た
意
見
を
市
民
皆
様
と
共
有
す
る
た
め
、

主
な
意
見
を
抜
粋
し
て
掲
載
し
て
い
ま

す
。

　

市
で
は
引
き
続
き
、
小
学
校
区
ご
と
の

地
域
運
営
組
織
の
立
ち
上
げ
に
向
け
て
、

地
域
で
の
話
し
合
い
や
取
り
組
み
を
支
援

し
て
い
き
ま
す
。

　

   

政
策
企
画
課
企
画
統
計
係☎

内
線
３
１
５

* ファシリテーター…話を円滑に進める進行役
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